
国
際
理
解
講
座「
も
っ
と
知 

り
た
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」

10
月
22
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

県
国
際
交
流
員 
ウ
ォ
ン
　
イ
ミ

ン
氏調

和
的
な
多
民
族
国
家
の
魅
力
と

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

ど
な
た
で
も
可

先
着
25
人

※
参
加
無
料

９
月
27
日（
火
）～

電
話市

国
際
交
流
協
会

（
22
）７
７
４
０

市
民
運
動
会
出
場
者

10
月
９
日（
日
）

▼ 

一
般
男
子
１
０
０
ｍ（
年
代
別
：

10
歳
代
、
20
歳
代
、
30
歳
代
、

40
歳
代
、
50
歳
代
以
上
）

　
▼ 

一
般
女
子
１
０
０
ｍ（
年
代
別
：

10
歳
代
、
20
歳
代
、
30
歳
代
、

40
歳
代
以
上
）

９
月
22
日（
木
）ま
で

本
庁
６
階
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
た

は
各
支
所
、
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ

い
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
明
記
の
上
、
直
接
、
フ
ァ
ク

ス

本
庁
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス

ポ
ー
ツ
Ｇ（

６
３
３
２
）

（
20
）５
５
７
０

ひ
ま
わ
り
友
あ
い
館 

後
期
講
座
生
・
サ
ー
ク
ル
生

▼ 

講
座
＝
11
月
～
翌
年
３
月

　
　
19
時
～
21
時

　
▼ 

サ
ー
ク
ル
＝
11
月
～
翌
年
３
月

19
時
～
21
時
30
分

ひ
ま
わ
り
友
あ
い
館（
西
開
聞

町
）市

内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
15

歳
以
上
50
歳
未
満
の
方

※
学
生
は
除
く

※ 

受
講
無
料（
教
材
費
は
実
費
）、
傷

害
保
険
料
は
別
途（
希
望
者
の
み
）

直
接
、
電
話

ひ
ま
わ
り
友
あ
い
館
　

（
20
）１
２
８
１

介
護
職
場
シ
ニ
ア
就
職
応
援

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

11
月
26
日（
土
）10
時
～
12
時

※
受
け
付
け
は
９
時
30
分
～

市
総
合
福
祉
会
館（
永
利
町
）

介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
シ
ニ
ア

の
方
々
が
期
待
さ
れ
活
躍
で
き
る
仕

事
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う
セ
ミ

ナ
ーお

お
む
ね
55
歳
以
上
で
、
介
護
分

野
に
興
味
が
あ
り
、
介
護
分
野
へ
の

就
労
を
希
望
ま
た
は
検
討
し
て
い
る

方
先
着
30
人

※
受
講
無
料

11
月
４
日（
金
）ま
で

本
庁
２
階
高
齢
・
介
護
福
祉
課
、

各
支
所
、
甑
島
振
興
局
、
各
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
備
え
付
け
ま
た
は

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に
必
要

事
項
を
明
記
の
上
、
フ
ァ
ク
ス
、
送

付
（
福
）鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協

議
会
　
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

０
９
９（
２
５
８
）７
８
８
８

０
９
９（
２
５
０
）９
３
６
３

認
知
症
無
料
相
談
会

10
月
８
日（
土
）10
時
～
12
時

カ
フ
ェ
あ
じ
さ
い（
横
馬
場
町
）

認
知
症
に
関
す
る
相
談

ど
な
た
で
も
可

あ
じ
さ
い
苑

（
23
）６
０
０
０

サ
ツ
マ
イ
モ
基も
と
ぐ
さ
れ腐
病
の
発
生 

に
ご
注
意
を

　
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
は
、
カ
ビ
の

一
種
で
感
染
、
発
病
す
る
と
茎
や
葉

が
枯
れ
、
そ
の
後
、
イ
モ
が
腐
敗
し

ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
が
発

生
し
た
畑
で
は
、「
つ
る
」や「
畑
に

残
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
」に
病
原
菌
が

残
り
、
翌
年
以
降
に
植
え
た
苗
が
接

触
す
る
と
感
染
し
、
サ
ツ
マ
イ
モ
が

腐
敗
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

① 

畑
に
菌
を「
持
ち
込
ま
な
い
」対
策

＝
種
イ
モ
の
選
別
と
消
毒
、
無
病

苗
の
購
入
、
苗
床
の
消
毒
、
定
植

苗
の
消
毒
な
ど

② 

畑
で
菌
を「
増
や
さ
な
い
」対
策
＝

輪
作
、
畑
の
排
水
対
策
、
薬
剤
散

布
、
発
病
株
の
抜
き
取
り
な
ど

③  

畑
で
菌
を「
残
さ
な
い
」対
策
＝
収

穫
後
早
め
に
耕
し
、
残
っ
た
つ
る

や
サ
ツ
マ
イ
モ
の
分
解
を
促
進
さ

せ
る

　
こ
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
、

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。畜

産
営
農
課
営
農
指
導
Ｇ（

４

２
２
１
）

就
業
構
造
基
本
調
査
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
総
務
省
統
計
局（
本
県
・
本
市
）で

は
、
10
月
１
日
現
在
で
就
業
構
造
基

本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
民
の
普
段
の
就

業
・
不
就
業
の
状
態
を
詳
細
に
把
握

す
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
政
策
、
経

済
政
策
な
ど
に
必
要
な
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

　
調
査
員
が
調
査
世
帯
に
伺
い
ま
す

の
で
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
調
査
票
へ
の
ご
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

本
庁
行
政
経
営
課
行
政
改
革
・
文

書
統
計
Ｇ（

６
１
２
１
）

お
知
ら
せ

相
談

▲ セミナー
受講申込
書

曜日 講　座 サークル講　　座　　名 定　員 活　動　内　容
月 ― ― ― 卓球（毎週）

火
生花講座 15人 季節の花を生ける

―
美・ボディ・メイク講座 30人 ゆるゆる簡単運動で身体すっきり

水
ヨガ講座 30人 「キレイになる」ヨガ

ソフトバレー（毎週）
家庭料理講座（月１回） 25人 役に立つ家庭料理応用編

木
着付講座 10人 着付の基本、普段着の着装など バドミントン

（ゆかいな仲間会）（毎週）ペン字・筆ペン字講座 10人 楷書・行書などの基本と練習
マネー講座（月1回） 10人 家計管理のコツと見直し ―

金 － ― ― バドミントン（毎週）
※講座は定員になり次第締め切ります。（定員に満たない場合は随時受け付け）　※サークルは随時受け付け

202022.9.10 広報

高
速
船
甑
島
発
着
時
刻
の

秋
・
冬
ダ
イ
ヤ
へ
の
変
更

　
高
速
船
甑
島
は
、
10
月
１
日
か
ら

３
月
31
日
ま
で
の
間
、
秋
・
冬
ダ
イ

ヤ
運
航
と
な
り
ま
す
。

　
高
速
船
各
便
は
、
乗
船
の
２
カ
月

前
か
ら
予
約
で
き
ま
す
。
旅
客
定
員

に
達
し
た
場
合
は
、
予
約
し
た
方
を

優
先
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※ 

予
約
方
法
＝
電
話
、

上
の
入
力

フ
ォ
ー
ム

甑
島
商
船
㈱
川
内
営
業
所
　
　
　

（
41
）５
１
０
０

甑
島
商
船
㈱
予
約
セ
ン
タ
ー
　
　

（
32
）６
４
５
８

川
内
港
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
な
ど

の
運
行
時
刻
の
変
更

　
高
速
船
甑
島
の
秋
・
冬
ダ
イ
ヤ
へ

の
変
更
に
伴
い
、
川
内
港
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
と
甑
島
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交

通
の
運
行
時
刻
を
変
更
し
ま
す
。

南
国
交
通（
株
）川
内
営
業
所

 （
23
）８
４
０
０

川
内
歴
史
資
料
館
臨
時
休
館

10
月
４
日（
火
）

特
別
展
設
営
の
た
め
の
臨
時
休
館

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

新
市
町
村
振
興
宝
く
じ

　
次
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町

村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

９
月
21
日（
水
）～
10
月
21
日（
金
）

全
国
の
宝
く
じ
売
り
場

※
抽
選
日
＝
10
月
28
日（
金
）

本
庁
財
政
課
財
政
Ｇ（

４
７
３

２
）

奨
学
金
返
還
支
援
補
助
金
の 

登
録
申
込
の
ご
案
内

　
30
歳
未
満
の
方
の
市
内
事
業
者
へ

の
就
職
お
よ
び
市
内
居
住
を
要
件
に

大
学
な
ど
の
在
学
中
借
り
入
れ
た
奨

学
金
返
還
額
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

※ 

９
月
末
日
ま
で
の
登
録
で
翌
年
度

か
ら
補
助
金
の
交
付
申
請
可
能

※ 

詳
細
は
市

を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

本
庁
に
備
え
付
け
ま
た
は
市
上

に
あ
る
登
録
の
申
込
書
類
を
準
備
の

上
、
本
庁
４
階
企
画
政
策
課
へ
直
接

企
画
政
策
課
地
域
デ
ザ
イ
ン
・
移

住
定
住
Ｇ（

４
８
５
３
）

寄
附
・
寄
贈

　
寄
附
・
寄
贈
を
頂
き
ま
し
た
個
人
・

団
体
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ

ク
チ
ン
集
団
接
種
事
業
へ
物
品
寄

贈
・�

大
塚
製
薬
株
式
会
社
ニ
ュ
ー
ト
ラ

シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ズ
事
業
部

熊
本
支
店
長
　
石い

し

田だ

清き
よ
し

 

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
防
止
対
策
と
し
て
物
品
寄
贈

・�

東
洋
羽
毛
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
永な

が

岩い
わ

謙け
ん

一い
ち

■ 

女
性
や
女
児
へ
の
支
援
と
し
て
物

品
寄
贈

・�

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
鹿

児
島
支
社
川
内
営
業
所
　

営
業
所
長
　
江え

川が
わ

和か
ず

芳よ
し

■ 

女
性
に
寄
り
添
っ
た
支
援
と
し
て

資
金
寄
附

・�

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
鹿
児
島
―

川
内

副
会
長
　
瀬せ

戸と

山や
ま

弘ひ
ろ

子こ

■ 
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
策
へ
資
金

寄
附

・�

川
内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長
　
下し

も

園ぞ
の

雄ゆ
う

治じ

■ 

歯
科
保
健
事
業
へ
資
金
寄
附

・�

株
式
会
社
Ｃケ

ア

ー

ズ

Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
　
﨑さ

き

田た

竜り
ゅ
う
じ二

■ 

高
速
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
物
品
寄
贈

・�

合
同
会
社
川
内
港
ま
ち
づ
く
り
和

の
郷
　
　

代
表
社
員
　
廣ひ

ろ

瀬せ

十じ
ゅ
う
し士

■ 

甑
島
区
域
に
所
在
す
る
高
齢
者
福

祉
施
設
な
ど
へ
物
品
寄
贈

・�

一
般
社
団
法
人
Ｓ
サ

ツ

マ

Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ａ

　
Ｆフ

ラ

ッ

グ

Ｌ
Ａ
Ｇ

理
事
長
　
柴し

ば
は
ら原
仰ぎ
ょ
う
え
い栄

■ 

樋
脇
小
・
中
学
校
、
中
央
図
書
館
、

樋
脇
分
館
へ
詩
集
寄
贈

・�

田た

代し
ろ

し
ゅ
う
じ

■ 

藺
牟
田
小
学
校
へ
図
書
寄
贈

・�

有
限
会
社
ス
ズ
企
画
　

代
表
　
田た

平び
ら

俊と
し

夫お

■ 

甑
島
区
域
小
学
校
へ
童
話
作
品
集

寄
贈

・
荒
木
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
　
荒あ

ら

木き

貞さ
だ

行ゆ
き

■ 

里
中
学
校
、
海
星
中
学
校
全
生
徒

へ
図
書
寄
贈

・
郷
土
史
家
　�

入い
り

江え

武た
け

男お

※ 

令
和
４
年
４
月
～
７
月
寄
附
・
寄

贈
分

▲市

▲ 甑島商船
　

高速船甑島秋・冬ダイヤ運航表(10月～ 3月）

港名
１便 ２便

下り 上り 下り 上り

川内 8:50 11:40 14:30 17:20

里
9:40 着 16:30 発

9:45 発 16:25 着

長浜 10:25 10:30 15:40 15:45

川内港シャトルバス秋・冬ダイヤ運行表（10月～ 3月）
国
道
３
号
ル
ー
ト

バ
ス
停

川内駅（2番のりば） 8:00 12:15 13:45 18:00
山形屋前 8:05 12:10 13:48 17:50
大小路（国道） 8:07 12:08 13:50 17:48
上川内 8:10 12:05 13:53 17:45
草道駅前 8:20 11:56 14:02 17:36
川内港ターミナル 8:30 11:50 14:10 17:30

高 速 船 甑 島 8:50 発 11:40 着 14:30 発 17:20 着
県
道
京
泊
大
小
路
ル
ー
ト

主
な
バ
ス
停

川内港ターミナル 8:55 11:25 14:35 17:05
御釣場 9:08 11:12 14:48 16:52
五代 9:14 11:06 14:54 16:46
新田神社 9:19 11:01 14:59 16:41
大小路（国道） 9:24 10:56 15:04 16:36
川内駅（2番のりば） 9:30 10:50 15:10 16:30
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※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

川
内
地
域

（
氏
　名
）

土
屋

　
　愛
子

瀨
下

　
　潤
一

藤
原

　
　範

有
川

　
　妙
子

永
吉

　
　守
男

四
元

　
　幸
雄

水
之
浦

　モ
ト

原
永

　
　明
子

辻

　
　
　キ
ヨ
子

加
藤

　
　喜
代
子

前
原

　
　良
夫

松
元

　
　慶
子

的
塲

　
　洋
一

松
下

　
　悟

川
内
地
域

（
出
生
児
）

仙
名

　
　希き

ほ帆

福
山

　
　七な

な
か花

地
德

　
　士し

き玖

村
尾

　
　優ゆ

う
り莉

塩
屋

　
　葵き

き希

有
島

　
　茉ま

ひ
ろ優

緒
方

　
　景け

い
と都

坂
元

　
　恵え

な那

上
之
原

　蓮れ
ん

入
部

　
　心こ

こ
の乃

中
原

　
　蒼そ

う
し
ろ
う

士
郎

吉
開

　
　凪な

ぎ
さ渚

平
原

　
　侑ゆ

な奈

田
中

　
　海み

う羽

末
山

　
　瑠る

い糸

小
田
原

　悠ゆ
う
と翔

弥
栄

　
　う
ら
ら

近
藤

　
　史あ

や
せ清

真
辺

　
　昊あ

お
し

藤
井

　
　葵あ

お
と土

田
中

　
　結ゆ

な菜

山
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　これまで、単語が省略されたり、入れ替わった
りするせんで弁を紹介してきたけど、今回は、濁
音について紹介するつん。
　せんで弁を聞いていると、濁音の単語なのに
濁って発音していなかったり、その逆があったり
と、どっちなの？と思うことがよくあるつん。
　例えば、「欠ける」を「かぐっ」、「たるむ」を「だ
るん」と濁音で発音しているつん。「疲れる」を意味
する「だれる」も古語の「たれる」を濁音で発音した
せんで弁みたい。
　逆の使い方で、「上手」を「じょし、じょっ」とか、

「初め」を「はいめ」、「短い」を「みしけ」と濁らずに
発音している単語もあるつん。
　せんで弁を勉強して、少しずつ
詳しくなってきたつもりだけど、
じっかい（しっかり）聞かないと、
まだまだ聞き取れない言葉もたく
さんあるつん。むっかしどー（難
しい）。

せんで弁講座
濁るの？濁らないの？せんで弁
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■総人口 92,584人（− 77人）
　男　性 44,881人（− 28人）
　女　性 47,703人（− 49人）
■世帯数 46,463世帯（− 7世帯）

市民の動き（8月1日現在）

７
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

７
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命
時／９月26日（月） 
９時30分～11時45分　
13時00分～16時00分
所／向田公園
問合先／市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811

市内交通事故の発生状況（累計）
（R4/1/1 ～ R4/8/8）

区　分 件　数
交通事故 129 件（前年比 ＋    3 件）
死　　者 1 件（前年比 ＋    1 件）
負 傷 者 141 件（前年比 −   3 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R4/1/1 ～ R4/8/5）

区　分 件　数
火　災 26 件（前年比 ＋  9 件）
救　急 2708 件（前年比 ＋ 333 件）
救　助 25 件（前年比 ＋  9 件）

※枯れ草などを焼却する時は、必ず消防署へ届け出ましょう。
　火の取り扱い・始末には十分注意してください。

税の納期（9月分）

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課へ（内線 2450）

税　目 納期限
固定資産税 3 期 9月30日（金）

国民健康保険税 3 期 9月30日（金）
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８ ９５　８　６ ５　０郵送の際は
63 円切手を
貼付くださ
い。
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切り取ってご利用ください。
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2022.9月号

　秘書広報課では読者のひろばへのお便り、絵手紙、写
真などや、私のFood記などの読み物への情報提供を募集
しています。住所・氏名・年齢・連絡先・ペンネームを
明記の上、はがき・封書・メールで投稿ください。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁秘書広報課内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

　掲載された方には、竹紙100ノート
（Ａ５版）をプレゼントします。

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集

令和４年
9月28日（水）消印有効

締 

切

▲�竹紙100ノート
　（中越パルプ工業㈱川内工場提供）

※�

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
な
ど
に
届
け
出（
出

生
・
死
亡
）を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載

に
同
意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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読 者 の ひ ろ ば
自
然
の
織
り
成
す
姿

　
山
は
緑
、

川
は
水
色

の
概
念
を

ガ
ラ
リ
と

崩
さ
れ
た

７
月
号
の
表
紙
写
真
。
中
央
に
黒
い

山
並
み
を
デ
ン
と
置
か
れ
た
構
図
に

「
え
っ
？
」と
思
い
ま
し
た
。
が
、
煙
突

の
煙
は
も
と
よ
り
、
左
下
に
夕
陽
の
当

た
る
数
件
の
建
屋
を
見
つ
け
、
川
の
蛇

行
と
相
ま
っ
て
深
み
の
あ
る
写
真
だ
な

あ
と
思
い
ま
し
た
。
夕
焼
け
空
の
上
に

描
か
れ
た
広
報
薩
摩
川
内
の
文
字
に
も

ず
い
ぶ
ん
と
遊
び
心
を
見
つ
け〝
ニ
ヤ

リ
〟。
ち
な
み
に
私
の
中
の
川
内
川
は
、

広
々
と
し
た
河
口
近
く
の
ゆ
っ
た
り
と

し
た
そ
の〝
流
れ
〟で
す
。

リ
バ
ー
サ
イ
ド（
76
歳
）

男
子
厨ち
ゅ
う
ぼ
う房
に
入
ろ
う
！

　
日
頃
か
ら
健
康
そ
の
も
の
の
女
房
殿

が
寝
込
ん
だ
！
腹
が
減
っ
た
、
飯
は
誰

が
？
自
分
し
か
い
な
い
ぞ
。
伏
せ
る
主

に
聞
き
、
試
行
錯
誤
で
何
と
か
料
理
で

き
た
。
幸
い
女
房
殿
の
病
は
軽
く
、
半

日
の『
鬼
の
霍か

く
ら
ん乱
』で
終
わ
っ
た
。

　
こ
れ
を
機
に
78
歳
男
子
、
厨
房
に
入

り
、
し
ょ
う
ゆ
・
砂
糖
・
み
り
ん
・
酒

の
あ
ん
ば
い
を
習
得
し
、
料
理
に
は
ま

り
１
年
余
。
自
分
が
料
理
作
り
に
こ
れ

ほ
ど
集
中
で
き
る
と
は
意
外
。
不
思
議

だ
が
、
充
実
か
つ
素
直
に
な
れ
る
空
間

で
も
あ
る
。
女
房
殿
の
理
解
と
協
力
で

楽
し
い
時
間
が
で
き
た
。

　「
男
子
厨
房
に
入
ら
ず
」と
い
う
こ
と

わ
ざ
が
あ
る
が
、
料
理
を
通
し
て
健
康

管
理
を
す
る
の
も
良
い
も
の
で
。
こ
れ

か
ら
の
人
生
も
大
い
に
楽
し
も
う
。

 
夢
職
み
や
し
と
ん
ガ
ラ
ッ
パ（
78
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）

絵
手
紙

　
こ
の
広
い
海
と
す
ん
だ
青
空
の
よ
う

に「
世
界
が
平
和
」に
な
り
ま
す
よ
う
に

ウ
ー
パ
ー
ル
ー
パ
ー（
10
歳
）

結婚・出産・就職時の記念写真や家族で撮った写真などを住所、
氏名、連絡先、ペンネーム、メッセージを記入の上、メールなど
でお送りください。

提出・問合先／本庁コミュニティ課生涯学習・ひとみらい政策G（内線4741）
　　　　　　　　 hitomirai@city.satsumasendai.lg.jp

掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。

綱ごころ
住  西向田町 11-24
営▶昼 11：30 ～ 13：30
　▶夜 17：00 ～ 23：00
休  日曜日
（22）3956

至大小路町至大小路町

至隈之城町至隈之城町

綱ごころ
●川内山形屋●川内山形屋

●宮崎銀行●宮崎銀行

3
プラッセ
向田店●
プラッセ
向田店●

一生に一度のハーフバースデーをおめかしして。
 （ペンネーム: 平野伸彦）

【締切】 ９月 28 日（水） 消印有効

　上記締切までにお便りをいただいた方の中から、
｢綱ごころ｣で使えるランチ券を３人にプレゼント。
　綱ごころと言えば、夜のおでんと餃子が有名ですが、
平日限定の日替わりランチは、鶏肉のソテーやカツレ
ツなど、さまざまなメニューを提供しています。
　 特 に、 お で ん の 牛 筋 を 使 っ た 牛 筋 カ レ ー は 絶 品 で、
たまにしかラインナップされない、幻のメニュー。綱
ごころ公式LINEで日替わりランチのメニューを配信し
ていますので、友だち登録をしてお昼の綱ごころにも
お越しください。

▲綱ごころ
　公式 LINE
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Ｐ２　 キジカケル突撃レポート！
Ｐ４　 人事行政の運営などの状況
Ｐ６　 人のとなりに
Ｐ７　 祝敬老の日
Ｐ８　 市民大学（公民館講座）後期講座のご案内
Ｐ９　 公民館自主学級生を募集します
Ｐ10　 行こうよ！図書館へ
Ｐ11　 企業のチカラ／今月の起業人
Ｐ12　 ひとりじゃない～みんなで支える認知症～
Ｐ13　 ご確認ください！10月１日からの後期高齢者
　　　　医療制度の窓口負担割合が変わります
Ｐ14　 かごしま国体通信／
　　　　血管にもガタがきます～その原因のひとつが高血圧～
Ｐ15　 さつませんだい歴史文化遺産／防災トピックス
Ｐ16　 まちの話題
Ｐ18　 情報掲示板
Ｐ22　 うぶごえ・おくやみ
Ｐ24　 読者のひろば
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祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67
　　　　　　  0996（55）1111   0996（55）1021
甑島振興局　〒896-1201　上甑町中甑481-1
　　　　　　  09969（2）0001   09969（2）1490
　里市民サービスセンター　〒896-1192　里町里1922
　　　　　　  09969（3）2311   09969（3）2912
　鹿島市民サービスセンター　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457-10
　　　　　　  09969（4）2211   09969（4）2672
下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819
　　　　　　  09969（7）0311   09969（7）0753
消防局　　　〒895-0072　中郷町5031-1
　　　　　　  0996（22）0119   0996（20）3430
水道局　　　〒895-0074　原田町22-10
　　　　　　  0996（20）8500   0996（20）8512

■
　

広報電話

0120（894）256
※ 夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報

が電話で確認できます。

■新型コロナワクチン接種　コールセンター
 050（3850）0018

※月曜日〜土曜日の 8：30 〜 17：30
※日曜日・祝日は休み

やくしょにコール

問合先／�本庁未来政策部秘書広報課（内線 4122）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」

担当者の声

＜目　次＞

　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」や「薩摩川
内市議会だより」を読むことができます！ダウンロードして
ぜひご利用ください。

伝統と技を後世へ

　今月は、キジカケルで普段見ること
のできない「川内大綱引の裏側で活躍す
る人」にスポットを当てました。
　表紙に採用させていただいたのは大
綱の基となるわら縄を作る様子です。
機械で作っていくのですが、途中でひ
もが切れても動じず、自らの手でまた
つなげている姿に積み上げてきた技が
あってこそできることだと感じました。
今回の取材を通して、それまでにどれ
だけの人がこの日のために時間をかけて準備をしてきているの
か、熱い思いを知ることができました。
　小さい頃から本市に住んでいる方にとっては当たり前にあっ
た「川内大綱引」。今は、感染症の影響で肝心の綱引きまで見る
ことはできませんが、伝統と技が引き継がれ、熱気あふれる光
景を来年こそはぜひ見たいものです。

◎今月の表紙

今月号で裏側にスポットを当てた川内大綱引の話が出始
めると、秋が来たなと感じます。

　秋といえば、友達に誘われて１年ほど前の秋から、時々山
に登るようになりました。柳山に登って爽やかな汗をかき、
月屋山では「あと何メートル」のかわいらしい看板に癒やされ、
助八古道では先人と同じ山道を歩き、藺牟田池外輪山では脚
にあざを作りながらチェーンを使って岩を登り、池周辺では
猫に会い、八重山ではシカに遭遇。下山して空を見上げたら、
今年もそろそろ爽やかな秋空が広がっている頃でしょうか。
� （伏貫）

今月号の編集に携わる中で、中学生の頃に川内大綱引の
綱練りに学年みんなで参加したことを思い出しました。

当時通っていた中学校は市内では生徒数の多い学校で、「生
徒たちは卒業後にそれぞれの進路に進み、地元を離れる生徒
もいるので、地元の伝統文化に触れておいてほしい」という
先生方の思いからだと、後から伺いました。
　現在ふるさとを離れて暮らしていらっしゃる方々にも、広
報紙をご覧いただくことでふるさとの今を感じていただけれ
ば幸いです。� （川床）
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LINE
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